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'iX戸千 '~f 1 )，展示室は、“よみかえる草戸千'肝"

をキャッチフレーズに、今からおよそ600年Ijij

の南北朝l時代を'1"心とする革戸千軒のu町披みを

実物大で復えしたもので、 防物館のメイン脱示

となっています.
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下駄を作る職人は、中世には 「足駄づく りJと呼

ばれていました。足駄づくりの家は、 主主削il般人の住

む長屋の墜を隔てた隣にあります。

家に入ると、入り口から左側にかけてが土聞に

なっており、ここにかまどを置いて台所として使っ

ています。台所の奥には乾燥させた材木が積み上げ
なた

られており、錠で打ち割る作業も行われています。
台所

ゆか

台所の反対仰lには 床が張つであり、下駄づくりの作業場と生活のためのスペースが続いて

います。作業場では下駄の台に歯が差し込まれており、完成した下駄が次々と並べられていま
いろり

す。作業場の右側の床には囲炉哀が設けられ、周りには夕

食の準備が整えられています。

下駄は本来、濡れた地面など

足場の悪い場所での履き物と

き物として広く 普及しました。

作業場と生活のためのスベス 草戸千軒町巡跡からも 500点以

一つであったことが明らかになっています。
きしば れんば

この当時の下駄には「差歯下駄JI連歯下駄」の二種類があり

ました。差歯下駄は別の材で作った台に歯を差し込むもので、歯

の高い下駄に向いています。iili歯下駄は同じ材から台と歯を作り

出すもので、歯の低い現代の一般的な下駄へとつながって

います。

おや、足駄づくりの作業に見とれているうちにすっか

り日が傾いてしまったようで

す。次は、道の反対側にある

鍛冶屋さんを訪ねることにし

ましょう 。

いう性格が強かったようです

が、中l止には席、民の日常的な履

O 

囲炉裏端に用意Eされた夕食

官

| 上叫が出土山りこの… 巾ー附履き物の

遺跡から出土した連歯下駄

遺跡がう出土した
差歯下駄
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